
「新しい東北」官民連携推進協議会 第2回意見交換会
福島復興局資料

○福島県交流拡大モデル事業

・平成30年度福島県交流拡大モデル事業を通じ、インバウンド向
けプログラムの開発・販売までを見据えたビジネスモデルの立
ち上げを支援し、インバウンド誘客を通じた観光復興を目指し
ます。

・福島県交流拡大モデル事業選定案件

○ホープツーリズム海外誘客事業

(福島県観光物産交流協会）

○フードバリューチェーン学習の場としての福島ブランドの
確立と風評被害払拭事業 （電通）

観光 「新しい東北」交流拡大モデル事業（地域型）
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○復興・創生インターン（夏期）

・伴走型人材確保・育成モデル事業の一環として、東日本大
震災で被害を受けた岩手、宮城、福島の企業において、大
学生、短期大学生、高等専門学校生を対象に、「復興・創
生インターン（夏期）」を実施します。

＜概要＞

・実施期間 8月中旬～9月下旬までの4週間程度
・福島県内の実施地域
①相双ブロック （一般社団法人Bridge for Fukushima）
②郡山・白河ブロック （特定非営活動法人コースター）
③いわき・双葉郡ブロック

（特定非営利活動法人TATAKIAGE Japan）

人材確保 復興・創生インターン（夏期）
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○地域復興マッチング「結の場」

・被災地域の企業が抱える多様な経営課題の解決を図る
ため、大手企業等が、技術、情報、販路など、自らの経営
資源を幅広く提供する支援事業の形成の場として、「地域
復興マッチング『結の場』」を平成24年度より実施していま
す。
平成30年度の結の場について、福島県では標葉（しねは）
地区でワークショップを開催します。

＜福島県でのワークショップ開催＞
・日時：平成30年11月28日（水）
・場所：浪江町地域スポーツセンター
・参加企業：標葉（しねは）地区の各商工会の会員等8社
※標葉地区（大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村）

販路拡大等 地域復興マッチング「結の場」
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○福島復興局ホームページ

福島復興局からの復興だより

・福島の復興に向けた取り組みや明るい出来事な
ど、明るい話題を中心に発信しています。

・特集記事 ［復興のパイオニア］

http://www.reconstruction.go.jp/portal/
chiiki/hukkoukyoku/fukusima/fukushima
-hukkokyoku.html

情報発信 福島復興局ホームページ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ
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○Ｆａｃｅｂｏｏｋ
復興庁Ｆａｃｅｂｏｏｋの土曜日の枠で、「福島復
興局便り」を月1～2の回配信を行っています。

https://www.facebook.com/Fukkocho.JAPAN/



○「教育コーディネーター」による「ＩＣＴ等を活用した福島教育魅力モデル」構築に向け
た調査事業

・復興庁では、平成29年度に「ＩＣＴ教育コーディネーター」事業を新規で立ち上げ、①「ＩＣＴ教育コーディ
ネーター」の派遣・相談支援、②ＩＣＴを用いた「3町村（楢葉町、富岡町、川内村）の遠隔合同事業モデ
ル」の構築など、福島１２市町村の魅力的な学校づくりを応援する支援を実施しました。

○30年度の取組のポイント

・ＩＣＴを用いた「遠隔合同授業モデル」等の成果を引継ぎ、12市町村の教育の魅力を更に加速的に高
めるため、「教育コーディネーター」を発展的に立ち上げ、体制を構築し、支援を実施します。

・１２市町村発の先進事例として、全国に発信する「ＩＣＴ等を活用した福島教育魅力モデル」の構築を
目指します。

教育 「教育コーディネーター」による「ＩＣＴ等を活用した福島教育魅力モデル」構築
に向けた調査事業
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